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徳
と く が わ

川斉
な り

昭
あ き

強
きょう

烈
れつ

な個
こ

性
せい

で改
かい

革
かく

を推
すいしん

進した水戸藩
はんしゅ

主　水戸市

　寛政 12 年 (1800) －万延元年 (1860)。水戸藩第９代藩主。水戸藩第７
代藩主治紀の三男として江戸藩邸に生まれる。兄斉脩が死去したのち，文
政 12年 (1829) に藩主となる。藤田東湖や会沢正志斎らの改革派の支持を
背景に強力に質素倹約・社寺改革・財政再建などの藩政改革を断行。しかし，
藩内に改革派と門閥派の対立が表面化し，弘化元年 (1844) 幕命により藩主
を辞任，謹慎を命じられる。その後，士民の雪冤運動により謹慎を解かれる。
嘉永６年 (1853) のペリー来航後，幕府の海防参与に就任。のちに日米修
好通商条約調印を巡り，大老井伊直弼と対立し水戸に永蟄居を命ぜられた
まま没する。諡は烈公。

　水戸藩
はん

の第９代藩主を務
つと

めた徳川斉昭は，寛
かんせい

政 12 年 (1800) に生まれました。その
ころから，日本の近くの海にはロシア・イギリスなどの外国船が接

せっ

近
きん

してきたり，多く
の藩で財

ざいせい

政がとても厳
きび

しい状
じょう

況
きょう

にあるなど，様々な問題が表れてきていました。その中
で斉昭は，水戸藩内はもちろん，日本中から注目される存

そん

在
ざい

となっていきます。
　文

ぶんせい

政 12年 (1829) に藩主となった斉昭が直面した問題は天
てんぽう

保の飢
き

饉
きん

(1833 ～ 1836)
でした。その時，斉昭は貯

ちょぞう

蔵しておいた穀
こくもつ

物を有
ゆう

効
こう

に活用するなど様々な救
きゅうさい

済策
さく

を打ち
出すとともに，自

みずか

ら倹
けんやく

約＜むだ使いしないこと＞を率
そっせん

先して行いました。藩主自ら飢饉
の被

ひ

害
がい

を少しでも少なくしようと努
ど

力
りょく

する姿
すがた

は，多くの人々の共
きょう

感
かん

を呼
よ

び，水戸藩の飢
饉対策は全国的にも知られるようになりました。
（領

りょうみん

民の生活をしっかりと見ておかなくては改革を進めていくことはできない。）
　斉昭は藩主であった 14年間のうち，合計５年２か月も藩内に留

とど

まり，人々の生活を
見てまわり，藩の政治に役立てました。江戸に住むことが多かった水戸藩主としては、
たいへん珍

めずら

しいことでした。
　斉昭は藩政改革の一

いっかん

環として，藩の学校を水戸
城内の三の丸に建

た

てました。その名を弘
こう

道
どう

館
かん

とい
い，今の総

そう

合
ごう

大学のような施
し

設
せつ

で，藩士の子
し

弟
てい

が
文学・地理・数学・兵

へいがく

学などの学問や，剣
けん

術
じゅつ

・槍
そう

術
じゅつ

・水泳などの武
ぶ

芸
げい

を習
しゅうとく

得する場として開設され，
多くの優

ゆう

秀
しゅう

な人材を世に送り出しました。その構
内には医学館も設け，医者の研

けん

修
しゅう

の場としました。
　また，弘道館で学ぶ藩

はん

士
し

の休
きゅうそく

息の場として偕
かい

楽
らくえん

園が造られました。偕楽とは「民と偕
とも

に楽しむ
＜身分にとらわれず，一

いっ

緒
しょ

に楽しむ＞」という意
味で，藩士ばかりでなく，一

いっ

般
ぱん

庶
しょ

民
みん

も毎月の定め 偕楽園

（幕末と明治の博物館蔵）
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弘道館
所在地　水戸市三の丸１－６－２９
内　容　 徳川斉昭が創

そう

設
せつ

した藩校で，正
せいもん

門・正
せい

庁
ちょう

・至
し

善
ぜん

堂
どう

が当時のままの姿
すがた

で残
のこ

され，
国の重要無形文化財に指定されています。

『水戸の先達』（水戸市教育委員会・2000）

『常陽藝文９７号』（常陽藝文センター・1991）　

国道50号 水戸駅

三の丸小

◯文

◯文 水戸二中

られた日には入園を許
ゆる

されたのです。また，藩内の各郡
ぐん

には郷
ごうこう

校を作り，庶民のための
教育にも力を注

そそ

ぎました。
　海岸沿

ぞ

いの守りを固めておかないと，強い軍
ぐん

事
じ

力
りょく

をもつ西洋の国々に攻められてしま
うと考えた斉昭は，追

おい

鳥
とり

狩
がり

と呼んだ軍事訓
くん

練
れん

や，大砲の鋳
ちゅう

造
ぞう

を行うために反
はんしゃ

射炉
ろ

の建設
にも取り組みました。嘉

か

永
えい

６年 (1853) のペリー来航後は幕府の海
かいぼう

防参
さん

与
よ

という役職に
就
しゅうにん

任し，日本が外国に攻められないようにするためにはどのようにすればよいか，いろ
いろと対

たいさく

策を考え幕
ばく

府
ふ

にその実行を迫
せま

りました。
　しかし斉昭は，彦

ひ こ ね は ん

根藩〔滋
し

賀
が

県〕の藩主で幕府の大
たいろう

老井
い い

伊直
なお

弼
すけ

と対立することになり
ます。直弼は，アメリカとの貿

ぼう

易
えき

を認
みと

める日米修
しゅうこう

好通
つうしょう

商条
じょうやく

約を早く結
むす

ぶべきという考え
であり，将軍の跡

あと

継
つ

ぎを誰
だれ

にするのか，についても斉昭とは異
こと

なる意見だったのです。
　幕府の大老である直弼との対立の結果，斉昭は，水戸城内で謹

きんしん

慎＜自由な外出を制
せい

限
げん

されてしまうこと＞することを言い渡
わた

されてしまいました。しかしその後も，斉昭の考
えに共感する人々からは「日本を外国から守るためには斉昭の力が必

ひつ

要
よう

だ。」と，大い
に期待されていました。
　このように，斉昭は天保から幕末へと向かう内外ともにたいへん難しい時代に，強烈
な個性をもって積極的に改革を推

お

し進めた藩主でした。
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国の重要文化財に指定されています。


